








摩耗性は 10 000 t/mm 前後であり，圧延単位重量 (t/trips) が小さい

場合はスーパーハイスロールの耐摩耗性は従来ハイスロールと同等

である。しかし，スーパーハイスロールの圧延単位重量 (t/trips) を

増大させた場合には，従来ハイスロールの数倍の耐摩耗性が得られ

た。さらに，スーパーハイスロールを CPC ロールと比較しても同

等の卓越した耐摩耗性が示された。

以上のように，M7C3 型共晶炭化物を強化して開発されたスーパ

ーハイスロールは，圧延使用時のロール表層の損傷が小さく，その

結果，耐肌荒れ性および耐摩耗性が著しく改善され，優れた使用性

能が得られることが分かった。

6 結　　言

生産性に優れた遠心鋳造法による熱間圧延仕上ミル用ハイスロー

ルの製造技術および材料開発をレビューし，さらに，スーパーハイ

スロールの卓越した使用性能について述べた。

M7C3 型共晶炭化物を強化して開発されたスーパーハイスロール

を圧延に使用し，優れた耐肌荒れ性および耐摩耗性が示された。従

来ハイスロールの数倍のロール原単位 (t/mm) が得られ，スーパー

ハイスロールでは卓越した使用性能が得られることが分かった。
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